
ハッカーと国家との関係

『リアル・ハッカーズ』

今までにもいくつか、ハッ

カー本人やコンピュータ犯罪

の顛末を描いたノンフィクショ

ンを紹介してきたが、本書は

専門雑誌やコミュニティを主

宰してきたハッカーや、過去

に事件に関わったことのあるハ

ッカーとのインタビューを通し

て、社会事情を描いている。

現在話題になっている、ドイ

ツのネオナチによる電子メール

ボックス規制の動きと過去の

事件とは、新聞、雑誌では独

立した事柄として扱われてい

るが、過去と現在を結ぶ見え

ない線がハッカ

ーたちのインタビ

ューから見えて

くる。そこには、

情報をめぐる国家

組織の思惑が垣間み

える。ドイツやオランダ

ではハッカー犯罪を防止す

る法律が整備され、第三者の

システムに侵入しただけで、

データを改竄したり消去した

りしなくても、罪に問われる。

さらには、ネオナチ問題をき

っかけにしてドイツの情報工学

安全局（BSI）はメールボッ

クス全般に規制をかけようと

したり、暗号化されたメッセ

ージの禁

止をさせたりす

る動きをしている。

もはや、対岸の火事では

ない。日本でこのような規制

がかからないように動き出す必

要があるだろう。著者が日本

で何者かに監視されていた状

況が記されているプロローグ

は、国家による情報規制の動

向をよりリアルに見せている。

『インターネットで
デッカク儲けよう！！』

インターネットを活用して

ビジネスに活路を見いだそうと

する本である。まさにビジネス

本なのだが、その中でも優れ

た出来の本と言える。多くの

本がインターネットの技術を背

景にしたビジネスの可能性を

アピールするだけで終わってし

まい、広告ページを作るのは

簡単なのか、インターネット

で物を販売するのは容易かと

いう疑問を抱いたまま読み終

えることになる。本書では、

どうすれば顧客と

なりうるイ

ンターネットピープルにホーム

ページを読んでもらえるか、電

子ショッピングの決済に使え

る方法は何かを考えている。

「自力でHTMLを駆使してホ

ームページを作成しよう」と

いったビジネス志向の人にとっ

て無謀な話はない。さすがに、

「無店舗販売でデッカク儲けよ

う！！」や「ディスカウント商

法でデッカク儲けよう！！」とい

った○○でデッカク儲けよ

う！！シリーズを出してきた出

版社である。これならビジネ

スを始められるかもしれないな

ぁと感じられるツボが押さえら

れている。脱サラを考えてい

たり、個人で輸入雑貨のお店

を開いてみたいと夢見ている

と、フラフラとはまってしまい

そうで怖い。インターネッ

トのビジネスを前向きに

現実的に捉えた本であ

るが、問題点についてはあま

り触れられてないのが残念だ。

ネットワークビジネスの手法

インターネット社会のリアリティ
菊地宏明 ●Hiroaki Kikutchi

『マルチメディアと
著作権』

カラオケボックスはあっと言

う間に通信カラオケに変わっ

ていった。豊富な曲数は、ア

ニメソングを得意とするコンピ

ュータ業界の人（なぜ多いの

か未だ謎は究明されてない）

をも満足させている。その通

信カラオケで使われているデー

タはMIDIであり、Net64の

ISDN回線でセンターからダウ

ンロードされてくることはご存

じだろう。このとき、カラオケ

ボックスでの演奏に対しての演

奏権と、ISDN回線でセンタ

ーから送信することに対しての

有線放送権の2つの著作権料

が発生すると主張する徴収側

と、演奏権のみを支払おうと

する業者側との解釈の違い

が問題になっている

らしい。レーザー

ディスクのときは演

奏権を考えていればよかった

が、オンラインでデータ通信

が始まったことにより新たな著

作権問題が起きたのだ。わか

っているようで全然知らない著

作権について、現行法の説明

や、CD-ROMなどのマルチメ

ディアの出現によって法制度

が受けた影響やその問題点、

さらに今後はどのような対応

が必要になるかという考察ま

で、本書は解説する。ホーム

ページを作るにも著作権は関

わってくるので、ぜひ知ってお

きたい。法学部教授の著書な

ので理系の人は苦手とするだ

ろうが、努力すれば読み終え

ることもできる分量だろう。

興味津々で読

めるだ

著作権法の将来像
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『未来の終焉』

この前、インターネットを

導入したら企業の生産効率が

落ちたという英国発の記事を

見つけた。ネットニュースなど

を読み始めて、仕事をおろそ

かにし始めるのが原因らしい。

それを理由にインターネット導

入を取りやめる企業もあるら

しいが、そのデメリット以上

に効率的に仕事ができる環境

だって得てきているはずだ。本

書は、今日の文明のかげりを

見いだし、未来学者や社会学

者の未来予測を検証している。

今までもてはやされた「加速

度的に進歩する科学技術」や

「明るい未来」の根拠が揺ら

いできている現状から、未来

はどうなるのだろうかと考えて

いる。確かに、技術革新は大

躍進を遂げた時代ではなく停

滞時期になっているかもしれな

いが、衰退期とするのはどう

だろうか。英国発の記事を見

たときと同じ気持ちになった。

しかし、未来を楽観的に予測

することよりも、学ぶべき事

柄は多い。米国における賠償

責任法、不法行為取締法が

科学技術のイノベーションの

基盤を危

うくしたり、

現在のFDAでは

アスピリンやペニシリンも承認

されないといった進歩を阻害

する要因もあげられている。

これを読んだとき、インターネ

ット上のポルノ規制の問題が

頭をよぎるのは、たぶん私だ

けではないだろう。

Jean Gimpel著
三木　亨訳

産能大学出版部発行
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ハイテク社会の未来不安

『インターネット
用語辞典』

インターネットマガジンのバ

ックナンバーを会社に並べてお

くと、いろんな人が読みにく

る。インターネットに興味が

ある人が増えていることを物語

っているのだが、知識として

はまだ浸透していない。ペラ

ペラとページをめくり面白いペ

ージを見つけては読んでいるの

だが、急に周りを見回して頼

れる人を探している。雑誌レ

ベルでも専門用語がふんだん

に盛り込まれているからだ。

そんなときは、本書をバック

ナンバーの傍らに

置いてお

こう。本誌編集部がTom

Faheyの 『 net.speak the

internet directory』を監訳し、

さらに日本の現状に合わせ、

本誌連載「インターネット用

語 解 説 - Terminology of

Internet」コーナーの著者が連

載原稿の項目を追加してでき

上がった。約700もの用語と

30ものコラムをのせ、本誌読

破の手伝いをしている。辞典

にしては、サイズが大きいの

で、携帯には向かないが、内

容は「インターネットエキスポ

'96」「Java」までカバーして

おり、最新記事には対応しき

れないが、総論的な記事など

は充分にカバーしている。と

は言うものの、完璧な辞典と

は言いがたい。試しに「パッ

シブスター」をひいてみれ

ば、わかったようなわから

ないような曖昧な解説もあ

ることに気づくだろう。

難解な専門用語を理解する

Tom Fahey／金森國臣著
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『多湖輝の超発想』

小学生の頃、新書版の

『頭の体操』シリーズを学校に

持ってきて楽しんでいるやつが

いた。発想の転換を必要とす

るパズルを掲載し、解

答と発想のヒントが書

かれている本で、休憩

時間になると数人で問題

を出し合っていた。その著

者がビジネスクイズとして出し

たのが本書である。企業の営

業、総務、企画などの部署で

発生する諸問題を取り上げ、

どう発想するかを楽しむ本で

ある。たとえば、『連立するイ

ンターネットプロバイダー。自

社はNSPIXPとの高速なリン

クが特徴だが「1.5Mbpsでリ

ンクしています」といった直接

的な内容を用いずに効果的に

宣伝するコピーはないか?』の

ような問題があり、ページを

めくるとその解答の一例があ

げられ、さらにページをめくる

と発想（本書で言うところの

「超発想」）のキーポイントが

解説される。先

の問題は、

基礎編

の問18を基

に考えてみたもの

だ。さあ、どうだろう、

方法は見つかっただろうか。

見つからない人は、本書の88

ページを参考に読んでみよう。

柔軟な発想を必要とする内容

は今も変わらず、クイズとし

ては楽しめる。ちなみに、先

の解答として「CU-SeeMeが

快適に使えても彼女が見つか

る保証はしません」ってどう

だろう。単なる願望に過ぎな

いかもしれないけれど。

多湖　輝／竹野輝之著
講談社発行
223頁
1300円
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仕事につまったらクイズ
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